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名古屋大学および愛知医科大学で、宇

宙医学や自律神経機能の研究に従事。 

スペースシャトル実験への参加や人工重

力に関する国際プロジェクトの指揮などが

評価され、国際宇宙会議生命科学賞を受

賞。 

神経内科医として長年にわたり診療・研

究に携わり、現在も愛知医科大学および江

南厚生病院で、難病（特定疾患）や認知症

の診療に取り組んでいる。 

岩瀬 敏 先生 (神経内科医) 

Sinnkei  

希少疾患や難病は、情報が少なく、診断や治療、生活

面で不安を感じることも少なくありません。 

 本講演会では、神経内科医の立場から、希少疾患・難病

との向き合い方、医療とのつながり方、地域で安心して暮

らすための支援について学びます。 

【申込期間】  ９月 11日(金) 午前 9時～10月 1日(木)  

13：30～１５：３０ 

開 場 １３：０0 

開場参加   70名程度 

Zoom参加 20名程度 



名古屋市希少疾患講演会                                神経内科医から学ぶ 希少疾患・難病との向き合い方 

内容のご紹介 
 

 

 

 
 

 

FAX申込書 052-485-6656 

名古屋市希少疾患講演会 10月 11日（日） 

 

お名前（フルネーム）  

所    属  

お電話番号 （    ）          － 

メールアドレス  

参加方法 □会場参加        □Zoom参加 

要約筆記・手話通訳 □希望        

事前に質問を 

書いてください 

 

 

※このまま FAXでお申し込みいただけます。メールの場合は、必要事項を記入したデータを 

ainanren@true.ocn.ne.jp へお送りください。 

希少疾患や難病は、情報が少なく、患者さん本人もご家族も不安を抱えやすい病気です。病気を正しく知り、 

医療や福祉、地域の支援とつながることで、安心して暮らす方法を一緒に考えることができます。 

 

❶ 希少疾患・難病とは何か 

❷ 神経内科が関わる主な疾患 

❸ 診断までに時間がかかる理由 

❹ 病気を知ることの大切さ 

❺ 生活上の工夫や心構え

❻ 家族や周囲の人ができること 

❼ 

岩瀬先生にお話しいただく内容 

会場参加者の皆さまからいただいた質問をもとに、岩瀬先生

にお答えいただきます。 

こんな時、どうしたらいい？ 

支援情報の紹介 

主 催 ： 名古屋市  ｜  受託 ： 愛知県難病団体連合会（愛難連） 

 


